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●常住人口　108,522（前月比－174）男 53,418　女 55,104　●世帯数　43,324（前月比＋56） ［25.4.1現在］
（住民基本台帳人口　109,568［25.3.31現在］）

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
カ
タ
ネ
地
区
に

中
学
生
を
派
遣
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
ワ
カ
タ
ネ
地

区
の
交
流
校
な
ど
を
訪
問
し
、
友

好
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
中
学
生

▼
健
康
で
海
外
に
お
け
る
生
活
に

適
応
で
き
、
事
前
研
修
会
な
ど

に
全
て
参
加
で
き
る
こ
と

▼
海
外
在
住
の
経
験
が
な
い
こ
と

▼
国
際
交
流
活
動
・
地
域
活
動
な

ど
に
関
心
が
あ
り
、
帰
国
後
に

そ
の
成
果
を
積
極
的
に
生
か
せ

る
こ
と

派
遣
期
間
　
８
月
21
日
㈬
～
28
日

㈬
※
国
際
情
勢
や
伝
染
病
の
流
行
な

ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

派
遣
先
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

ワ
カ
タ
ネ
地
区

募
集
人
数
　
10
人

参
加
費
　
13
万
円

※
渡
航
手
続
な
ど
に
必
要
な
経
費

お
よ
び
任
意
の
旅
行
傷
害
保
険

な
ど
は
、
別
途
個
人
負
担
に
な

り
ま
す
。

選
考
方
法
　
６
月
９
日
㈰
午
前
９

時
30
分
か
ら
501
会
議
室
（
市
役

所
５
階
）
で
、
作
文
・
面
接
に

よ
る
選
考

事
前
研
修
会
日
程

①
６
月
22
日
㈯
午
後
３
時
～
４
時

30
分

②
７
月
６
日
㈯
午
後
３
時
～
４
時

30
分

③
７
月
29
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時

④
８
月
９
日
㈮
午
前
９
時
～
正
午

※
①
は
保
護
者
説
明
会
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
６
月
５
日
㈬
ま
で

（
㈯
・
㈰
を
除
く
）
に
、
中
学

生
ワ
カ
タ
ネ
派
遣
事
務
局
（
市

役
所
５
階　
学
校
教
育
課
内
）

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
80
円
切
手
を
添
え
て

同
事
務
局
に
直
接
提
出

問
い
合
わ
せ
　
中
学
生
ワ
カ
タ
ネ

派
遣
事
務
局
（内） 
476

あ
な
た
が
友
好
の
架
け
橋
に

大
自
然
い
っ
ぱ
い
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

講
座
や
審
議
会
な
ど
で

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

自
治
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
、
市
内
全
域
で
道
路
に
散
乱
す

る
空
き
瓶
・
空
き
缶
な
ど
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
市
内
の

建
設
業
協
会
、
上
下
水
道
管
工
事

協
同
組
合
、
電
設
協
力
会
、
清
掃

事
業
協
同
組
合
、
有
価
物
資
源
組

合
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収

し
ま
す
。

注
意
事
項

▽
こ
の
運
動
は
、
道
路
に
散
乱
す

る
ご
み
の
清
掃
活
動
が
目
的
の

た
め
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の

ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
回
収
し
た
空
き
缶
な
ど
は
、
各

老
朽
化
や
台
風
な
ど
で
倒
壊
し

た
り
、
不
特
定
の
者
が
侵
入
し
た

り
す
る
恐
れ
が
あ
る
よ
う
な
、
適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の

空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
し
、
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
鎌
ケ
谷
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
25
年
10
月
１
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
を
最
寄
り
の
取

次
所
で
受
け
取
る
「
出
前
制
度
」

の
取
次
所
の
う
ち
「
東
武
ブ
ッ
ク

ス
」（
馬
込
沢
駅
改
札
前
）
で
の

取
り
次
ぎ
が
５
月
31
日
㈮
で
終
了

し
ま
す
。

子
育
て
中
の
人
が
社
会
活
動
の

幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
24
年
７

月
か
ら
市
が
実
施
す
る
事
業
で
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
３
月

ま
で
に
36
の
講
座
や
審
議
会
な
ど

で
保
育
を
実
施
し
、
113
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
講
座
や
審
議
会
な
ど
で

保
育
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
年
齢
な
ど
募
集
内

容
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

自
治
会
が
指
定
し
た
場
所
（
赤

い
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
が
目
印
）
に

置
い
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

ク
リ
ー
ン
推
進
課

（内） 

235
・
236

条
例
に
よ
り
、
空
き
家
の
所
有

者
は
空
き
家
が
管
理
不
全
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
適
正
な
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
管
理
不
全

な
状
態
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
市
は
「
空
き
家
等
」
の
所
有

者
に
対
し
て
助
言
ま
た
は
指
導
、

勧
告
や
命
令
な
ど
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

条
例
で
は
勧
告
に
よ
り
空
き
家
の

撤
去
を
行
う
場
合
に
は
、
費
用
の

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
!

環
境
美
化
運
動

５
月
26
日
㈰
午
前
８
時
～
９
時
（
雨
天
決
行
）

鎌
ケ
谷
小
学
校
・
第
四
中
学
校
・

第
五
中
学
校
・
道
野
辺
保
育
園
・

南
初
富
保
育
園
の
５
カ
所
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
、
こ
れ
で
合

計
16
カ
所
の
倉
庫
の
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。

防
災
備
蓄
倉
庫
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難

し
た
時
に
必
要
な
資
器
材
を
備
蓄

し
て
お
く
も
の
で
、
地
域
防
災
計

画
で
指
定
し
て
い
る
21
カ
所
の
避

難
所
全
て
に
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。今

後
も
、
食
糧
、
飲
料
水
袋
、

仮
設
ト
イ
レ
、
毛
布
、
炊
き
出
し

セ
ッ
ト
、
発
電
機
な
ど
の
防
災
資

器
材
の
充
足
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
安
全
対
策
課
（内） 

257

24
年
度
は
市
内
５
カ
所
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
ま
し
た

第五中学校の防災備蓄倉庫

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
避
難
所

▽
小
学
校
全
校
（
９
校
）

▽
中
学
校
全
校
（
５
校
）

▽
道
野
辺
保
育
園

▽
南
初
富
保
育
園

義
援
金
の
受
け
付
け

「
み
ん
な
で
節
電
」

引
き
続
き
ご
協
力
を
!

市
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
義

援
金
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
窓
口
　
社
会
福
祉
課
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
）、

学
習
セ
ン
タ
ー
（
各
公
民
館
）

ほ
か

受
付
期
間
　
26
年
３
月
31
日
㈪
ま

で
義
援
金
の
受
け
付
け
状
況

（
５
月
１
日
現
在
）

節
電
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
で
す
。
部
屋
の
照
明
は
小
ま
め

に
消
す
、
使
用
し
な
い
電
気
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
く
、
冷
蔵
庫

の
開
け
閉
め
は
短
く
少
な
く
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
節
電
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
千
881
万
９
千
804
円
（
667
件
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課
（内）  

704
・
705

自
動
車
税
の

納
付
は
納
期
内
に

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
㈮
で
す
。

５
月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
一
部
を
除
く
）
な
ど
で
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▽
県
自
動
車
税
事
務
所
☎
043
・

243
・
２
７
２
１

▽
松
戸
県
税
事
務
所
☎
047
・
361
・

２
１
９
３

○○銀行ストップストップストップ !!!

ＡＴＭ
振り込め詐欺
ＡＴＭ

振り込め詐欺
ＡＴＭ

振り込め詐欺
　市役所からの還付は、絶対に
ＡＴＭは使いません。
　不審に思ったら、必ず市役所
に確認しましょう。

納
期
の
お
知
ら
せ

◎
軽
自
動
車
税
（
全
期
分
）

▼
納
期
限
＝
５
月
31
日
㈮

中
学
生
姉
妹
都
市
交
流
・
学
校
訪
問

で
、
詳
し
く
は
広
報
な
ど
の
掲
載

記
事
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
事
業

の
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

　

（内） 

344

６
月
１
日
㈯
か
ら
は
、「
武
田

不
動
産
㈱
タ
ケ
ダ
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
」（
馬
込
沢
駅
西
口
）
が

取
次
所
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（内） 

217

出
前
制
度
の
取
次
所
が
変
わ
り
ま
す

一
部
の
貸
し
付
け
を
行
う
こ
と
も

規
定
し
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
条
例
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
安
全
対
策
課
（内） 

256



22013年（平成25年）5月15日

○�教育環境の充実（ほほえみ先生、きらり先生、学校図書館司
書の全校配置）　1億100万円
　�　特別支援教育推進指導教員（ほほえみ先生）、少人数教育
指導教員（きらり先生）、学校図書館司書を全小・中学校に
1人以上配置するとともに、外国語指導助手を中学校に５人、
小学校に３人配置します。
○通学路の整備　2,900万円
　�　児童・生徒が安全に通学できるよう、ガードレール、カー
ブミラーなどを整備するとともに、25年度は歩道拡幅工事
に向けた測量・設計を行います。
○学校給食センター建替事業　15億5,900万円
　�　老朽化した現在の学校給食センター２施設を統合し建て替
えを行います。（26年４月開所予定）
○学校図書館における蔵書の充実　1,500万円
　�　小・中学校の図書館において、蔵書の充実を図るため、購
入規模を拡充します。
○市独自の学力診断テストの実施　300万円
　�　小学校５年生と中学校２年生の全児童・生徒を対象に、市
独自の学力診断テストを実施し、児童・生徒の教育指導に活
用します。

○文化センターの整備　8億8,500万円
　�　イトーヨーカドーが建て替えとなる商業施設内に、文化
ホール（540席）を有する文化センターを整備します。（26
年４月開館予定）
○福太郎テニスコート（市営庭球場）の改修　5,900万円
　�　市制記念公園内のテニスコートを全天候型（オムニコート）
に改修します。（26年４月利用再開予定）
○トレーニングセンターの移転　3,200万円
　�　トレーニングセンターの機能を福
太郎アリーナ（市民体育館）に移設
するとともに、老朽化した機器を更
新します。（26年４月開設予定）

○新京成線連続立体交差事業　6億1,600万円
　�　事業主体となる県とともに、国、鉄道事業者、当市が事業
費を負担し、新京成線の高架化を29年度の完成に向けて推
進します。
○鎌ケ谷駅西口地区整備事業　1億8,000万円
　�　鎌ケ谷駅西口周辺地区において、電
線類などの地中化の工事を行うととも
に、25年度末の駅前ロータリー広場の
完成を目指します。
○粟野地区公園整備事業　6,500万円
　�　粟野の森および周辺の谷津田などについて、26年４月の
一部開園に向けて、園路整備などを行います。
○初富駅前・北初富駅前広場の整備　750万円
　�　駅前広場整備を行うため、概略設計などを行います。

　本市の公共施設は、昭和40年代から50年代の人口増加時期
に、小・中学校など多くの施設を整備したため、築30年以上
経過した公共施設が全体の６割以上を占めています。今後は、
施設の計画的な改修を進めて、公共施設の長寿命化を図ります。
25年度は、総事業費3億4,700万円の大規模改修を行います。
≪主な大規模改修≫
○こども発達センターの調理室、浄化槽などの改修工事　1,400万円
○中部小学校プレハブ校舎の改修工事　1,600万円
○第四中学校体育館の床改修工事　3,600万円
○第四中学校のトイレ改修工事　2,500万円
○第五中学校の外壁・屋上防水改修工事　1億1,500万円
○東初富公民館の空調設備改修工事　3,500万円
○南部公民館の外壁・屋上防水改修工事　3,900万円
○郷土資料館の外壁・屋上防水改修工事　2,200万円

○地域密着型介護サービス拠点施設整備の助成　1,400万円
　�　市内２カ所に、地域に密着した介護サービス拠点施設（認
知症高齢者グループホームなど）を開設する法人に必要な経
費を助成します。
○敬老事業補助金の交付　750万円
　�　自治会が敬老事業を実施する場合、賄い材料費などの経費
を補助します。
○老人クラブ補助金の交付　400万円
　�　高齢者の社会参加、健康の保持を図るため、老人クラブ活
動費などに対し、助成します。
○シルバー人材センター補助金の交付　1,900万円
　�　定年退職者の就業機会を確保するシルバー人材センターに
助成します。
○重症心身障がい児（者）施設の整備　1,500万円
　�　社会福祉法人が整備する重症
心身障がい児（者）施設（柏市
内）を当市を含む東葛飾地区６
市、国、県が助成し、整備します。
（26年１月開設予定）

○児童・生徒安全パトロール事業　1,600万円
　�　犯罪から子どもたちを守るため、下校時から夕方までの間、
通学路を中心にパトロールを実施します。
○夜間防犯パトロール事業　1,100万円
　�　犯罪のない安全で安心な街とするため、青色パトロール車
による市内全域の夜間パトロールを実施します。
○交通安全施設の更新事業　700万円
　�　道路照明灯、ガードレールなどの更新
を行います。
○二和川護岸改修工事の実施　5,000万円
　�　木下街道付近と馬込沢地区の二和川護
岸改修工事を行います。

教育が充実した街へ

文化・スポーツ活動が盛んな街へ

都市基盤整備で魅力あふれる街へ 公共施設の長寿命化を見据えた街へ

高齢者・障がい者も安心して暮らせる街へ

安全で安心な街へ
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本市では、近い将来首都圏に大きな地震が来る可能性が指摘さ
れていることから、地震などの災害に強いまちづくりを進めてい
ます。また、地質学的にも北総台地の固い基盤に位置しており、
地震の際にも揺れにくいという特徴を市のイメージアップ戦略の
一つとして積極的にＰＲしていく考えです。
さらに、子育て世代にやさしい街にするため、待機児童対策や、
小・中学校全校に図書館司書やきらり先生（少人数教育指導教員）、
ほほえみ先生（特別支援教育推進指導教員）を配置する一方で、
お年寄りの方が安心して暮らせるよう、認知症を対象とした介護

施設の整備や、定年を迎えた方々の就業機会を確保するシルバー
人材センターへの助成などを行います。
このように、新年度予算は、市民
のみなさまがこれからも住み続けた
い、働きざかりの世代の方が住んで
みたいと思われるような街を目指し
て、編成しました。その概要をここ
でお知らせします。

○防災拠点施設の機能強化　2億4,300万円
　�　消防本部庁舎とくぬぎ山消防署の老朽化に伴い、25
年度および26年度の２カ年で建て替えを行い、防災機
能の強化を図ります。
○公共施設の耐震化　3億5,000万円
　�　市庁舎、福太郎アリーナ（市民体育館）などの耐震化
を進め、26年度までには、全ての公共施設の耐震化が
完了する予定です。（小・中学校の耐震化は25年度完了
予定）
○避難所備蓄倉庫整備事業　8,300万円
　�　25年度は、市内21カ所の避難所全てに備蓄倉庫を整
備するとともに、必要な資機材などを備蓄します。
○木造住宅耐震改修における補助制度の実施　650万円
　�　昭和56年５月以前の旧耐震基
準で建築した一般木造住宅を対象
に、耐震診断、改修設計、工事費
などに対して、補助を拡充します。

○待機児童対策
・くぬぎやま保育園の建て替えと定員拡充　2億900万円
　�　社会福祉法人の保育園建て替えに際し、市が助成するとともに、
定員数を90人から150人に拡充します。（26年４月開園予定）
・あっとほーむママ（家庭的保育事業）の拡充　3,200万円
　�　３歳未満児を対象として、新鎌ケ谷地区と鎌ケ谷駅地区の合計
２カ所に、１施設定員８人の施設型保育を家庭的保育事業者が運
営します。（25年７月開園予定）
○「つどいの広場（南児童センター内）」の整備　200万円
　�　地域における子育て親子の交流の場と子育てに関する相談を実
施するため、南児童センター内に「つどいの広場」を整備します。
○子ども医療費助成対象の拡大　80万円
　�　26年４月から通院医療費の助成を小学校３年生から小学校６
年生へ拡充するための準備を行います。（助成額2億4,000万円）
○定期予防接種の無料実施　2億4,900万円
　�　乳幼児を対象とする12種類の定期予防接種を医療機関におい
て無料で実施します。

地震・災害に強い街へ 安心して子育てできる街へ

備蓄倉庫

地震・災害対策に注力し、「地震に強い街」としてイメージアップ !!
子育て・高齢者施策も重点化し、「安心して暮らせる街」へ

平成25年度予算の概要

平成25年度予算の状況
① 一 般 会 計 	 320億6,000万円
　	※（実  質）      294億2,000万円
② 特別会計の合計	 207億8,000万円

※ 25年２月に可決された国の24年度大型補正予算を活用し、25年度中に行う予定だった事業のうち26億4,000
万円分を24年度に前倒ししました。このため、25年度の実質的な予算は294億2,000万円となります。

鎌ケ谷市長　清水　聖士

（高齢者・児童福祉・
　障がい者などにかかる経費）

（検診、予防接種、
　ごみ処理などにかかる経費）

（学校・学習センター
　の運営などにかかる経費）

（市債の返済に
　かかる経費）

（商工業振興などに
　かかる経費）

（農業振興などに
　かかる経費）

（議会の運営
　にかかる経費）

（防災、庁舎管理
　などにかかる経費）

（道路・河川の
　整備などにかかる経費）

（消防署の運営
　などにかかる経費）

29万5,424円
74万6円

※25年４月１日現在の市の常住人口108,522人、
　世帯数43,324世帯で計算しています。

11万6,377円

2万2,630円 1万6,495円

5万4,245円 2万7,793円 2万5,675円 2万4,297円

2,983円1,805円3,124円

市民１人当たりの一般会計予算 ●市民１人当たり＝
●１世帯当たり＝
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　平成25年度予算の詳細は、市のホームページ、情報公開コーナー（市役所３階）、図書館（分館を含む）にある、予算の概要、予
算書でご覧いただけます。
問い合わせ　企画財政課（内）317・318

■歳入歳出予算の執行状況

会　計　名 予　算　額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

一般会計 348億2,854万円 280億1,021万円 80.4% 269億9,004万円 77.5%

特別会計合計 211億5,535万円 197億8,081万円 93.5% 189億2,007万円 89.4%

（
内
訳
）

国民健康保険 126億8,860万円 118億6,870万円 93.5% 116億……767万円 91.5%

公共下水道事業 21億3,900万円 16億6,562万円 77.9% 16億4,572万円 76.9%

介 護 保 険 55億3,390万円 54億5,065万円 98.5% 50億……563万円 90.5%

後期高齢者医療 7億9,385万円 7億9,584万円 100.3% 6億6,105万円 83.3%

合　　　計 559億8,389万円 477億9,102万円 85.4% 459億1,011万円 82.0%

■財産

区　　分 状　　　況

建　　物 168,845.22㎡

土　　地 772,148.43㎡

車　　両 122台

基金合計 60億5,394万円

有価証券 1億8,391万円

■地方債の現在高

区　　分 残　　　高

一般会計債合計 259億9,986万円

下水道事業債 93億5,729万円

合　　計 353億5,715万円

　本市は、当該年度の歳入で当該年度の歳出
を賄う『持続可能な行財政運営』を確立する
ことを目標として、他市に先駆けて、人件費
の抑制、事務事業の見直しなど、行財政改革

に取り組み、これを継続したところです。
　特に、将来の街づくりや公共施設の大規模
修繕に必要な財源を確保するため、基金残高
の確保を計画的に行いました。

平成２４年度予算の執行状況・財産等の状況 （25 年３月 31 日現在）

Q１�　市では、国の24年度大型補正予算の成立に伴い、どのように対応したの？
　国の24年度補正予算は、全体の予算規模が13兆1,000億円で、過去2番目の規模となります。市では、国の補正予算を活用するメリットは大
きいと判断し、一般会計と公共下水道事業特別会計を合わせて、学校給食センター建替事業など、25年度予算に計上したものを含めて、約27
億8,000万円を市の24年度追加補正予算に計上しました。本市では、積極的に国への補助要望を行い、近隣市と比較しても多額の活用になりま
した。
Q２　国補正予算を活用したメリットは？
　財政的な効果としては、国から交付される国庫支出金と普通交付税が、国の補正前よりも額で約8億8,000万円と大幅に増加したため、市の
持ち出し額が減り、財政運営に寄与するとともに、事業を前倒しすることで、地域経済の活性化につながります。

Q１　職員数は、どのようになっているの？
　右図３のとおり、市の職員数は11年度に800人でしたが、その後大幅に抑制し、
18年度が750人、20年度が713人、22年度が696人、25年度が684人で、11年
度と比較して116人の減となります。
　また、23年度の人口1,000人当たりの職員数は6.4人で、県内36市中実質一番
少ない職員数となっています。
Q２　人件費は、どのようになっているの？
　23年度の市の人件費総額を人口で割った、市民１人当たりの人件費は、約
56,000円で、県内36市中少ない方から5番目となっています。また、人件費総
額は、右図３のとおり、最も多かった14年度が約61.5億円で、18年度が約56.2
億円、20年度が約52.5億円、22年度が約49.4億円、25年度が約47億円で、14年度と比較して約14.5億円抑制しました。
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市では、「ラディッシュ」（４月
23日・25日）と「フキ」（４月30日、
５月２日）について、農産物の放
射性物質検査を実施しました。結
果は、いずれも放射性セシウム134・137と
もに「検出せず」でした。
「検出せず」とは
　�市の検査では、測定下限値未満の低レベル
領域の数値・濃度であることを示します
※�詳しくは、市のホームページ「市内農産物
の放射性物質の分析結果について」第29報
以降をご覧ください。
問い合わせ　農業振興課（内）243・259

検査結果は安全
市内農産物の放射性物質検査

25年３月追加補正予算関係

人 件 費 関 係
図３
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　行政相談委員は、行政相談委員
法に基づき総務大臣から委嘱され
た民間有識者で、全国に約5,000人
が配置されています。
　総務省と連携を図りながら、地
域の皆さんの身近な相談相手とし
て、国の仕事に関する要望や問い
合わせなどを聞き、公平な立場か
ら相談者への助言や、関係する行
政機関に通知するなどの活動を無
報酬で行っています。
　４月１日付で委嘱された德田 訓
康さん、中野 洪さん、小林 トキさ
んが、これから定例行政相談所な

どで行政相談を受け付けますので、
ご利用ください。
　なお、行政相談は無料で、秘密
は守られます。

定例行政相談所（要予約）

日�時　原則第２㈬午前10時～正午
場�所　市民活動推進課（市役所１

階）
※ 詳しくは毎月１日号の広報をご

覧ください。
問�い合わせ　市民活動推進課（内）

206

行政相談委員に德田 訓康さん、中野 洪さん、
小林 トキさんが委嘱されました

■
希
望
し
ま
す

▽
ふ
じ
幼
稚
園
の
女
子
用
の
制

服
・
体
操
服
︵
上
下
︶・
ブ
ラ

ウ
ス
と
、女
子
用
の
洋
服
︵
身

長
120
㎝
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
︶

を
無
料
で
。
連
絡
は
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
こ
ろ
に

　
﹁
コ
マ
タ
☎
080
・
５
０
８
０
・

　

９
２
８
３
﹂

※ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

５
月
15
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
。

※
品
物
の
交
渉
は
当
事
者
間
で

行
い
、
交
渉
が
成
立
し
た
ら
、

ク
リ
ー
ン
推
進
課

（内） 

236
へ
。

応�

募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人

業�

務　

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー　

の
び
の
び
ル
ー
ム
に
通
う
幼
児

へ
の
療
育
支
援

雇
用
期
間　

26
年
３
月
31
日
ま
で

勤�

務
日
時　

㈪
～
㈮
（
㈷
・
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

勤�

務
場
所　

こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー 

の
び
の
び
ル
ー
ム

募
集
人
数　

若
干
名

賃�

金　

時
給
１
千
20
円
（
交
通
費

支
給
）

選�

考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面

接
（
後
日
連
絡
）

申�

し
込
み　

こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
に
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
273-

０
１
１
８
中
沢
３
１
７
）
で

問�

い
合
わ
せ　

こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
☎
445
・
３
２
３
０

保
育
士
（
非
常
勤
職
員
）
募
集

Q１　25年度一般会計の予算規模が、前年度と比較して、増額（額42億3,000万円、率15.2％の増）した理由は？
Ａ　地震に耐えられない老朽化施設の改築が主因 !

　主な理由は、①消防本部庁舎の建て替え（防災拠点施設の強化）　②福太郎アリーナ（市民体育館）などの耐震化　③学校給食センターの建
て替え（老朽化対策）　④くぬぎやま保育園の建て替えに対する助成（待機児童対策）　⑤三橋記念館の建て替え・文化センター整備　⑥生活保
護費や障がい者に対する給付費の増の６点です。①から⑤は、現在の建物が全て昭和51年以前の建設で大変老朽化しており、国の耐震基準を
満たしておらず、大地震があれば耐えられない状態で、これ以上改築を先延ばしできないためです。また、⑤についてはイトーヨーカドーの建
て替えと同時に実施することで建設費の大幅縮減を図る意味もあります。
Q２　予算規模の増額に必要な財源は、どのように対応したの？
Ａ　国・県補助金、基金、地方債を活用 !

　国や県からの補助金（約64億8,300万円）、行財政改革で確保した市の貯金（基金）
の充当（約13億8,200万円）、地方債（約35億700万円）を活用しました。　
Q３　貯金（基金）は、取り崩しても大丈夫なの？
Ａ　貯金（基金）は、計画的に積み立てています !

　貯金（基金）は、19年度以降、行財政改革に取り組んだ成果として24年度末で市
制施行以来最高の額となっており、25年度予算編成後においても、過去最高の約38
億1,600万円を確保しており、当面の財政運営上の不安はない状況です。今後にお
いても、将来の行財政運営を見据えて、計画的な積み立てを予定しています。（右図
１参照）
Q４　本市の借金（地方債）は多いの？少ないの？
Ａ　県内平均を下回り、中長期的にも適正な範囲を維持 !

　県内各市の最新の23年度末決算では、本市の地方債残高は、市民１人当たりの額
が23万1,438円で、県内36市中13番目に少ない状況にあり、県内全市の平均29万
9,515円を下回っています。
　また、借金の返済額（公債費）は、右図2のとおり、後年度に急増することなく、
20年度以降毎年度平準化されており、中長期的にも適正な範囲を維持する見込みで
す（Q5参照）。詳細は市のホームページで『中期財政見通し』（各課ページ→企画財
政課→財政室）をご覧ください。
Q５　借金（地方債）の効用は？
Ａ　単年度における財政負担を軽減。返済額は中期的にも警戒ライン以下 !

　家計の住宅ローンと同じように地方自治体でも、公共施設の建て替えや道路整備
などをする際には、単年度における財政負担の軽減のため、借金（地方債）をする
ことがあり、それを計画的に活用することがどの市でも必要です。
　地方債を活用しない市は、全国に一つもありません。公債費負担比率（一般財源
総額に占める単年度における借金返済の割合）は、21年度12.1%、22年度11.3%、23年度12.3%で、今後、29年度までの『中期財政見通し』
においても、各年度の公債費が27.7億円（23年度の予算額）を超えることがなく、従って警戒ラインとされる15％を超えることはない見込み
です。また、地方債を返済する際には、国から地方交付税として約70％が補てんされる仕組みとなっており、実質的な債務は約30％程度に縮
減されるため、ほとんどの自治体でこの制度を活用しています。
Q６　本市の財政健全性の数値は、どうなっているの？
Ａ　全国的には上位３割以内に位置 !

　財政健全化法に基づく健全化判断比率は、23年度決算では、単年度の借金返済の大きさを示す「実質公債費比率」が5.2%で、県内36市中低
い方から7番目、全国1,742団体でも173番目、将来にわたる借金返済の大きさを示す「将来負担比率」が9.8%で県内36市中9番目、全国で上
位から476番目と低い状況になっており、健全な状況といえます。
　「財政力指数」は、標準的な行財政運営に必要な額に対する、税収など標準的に入ってくる収入の割合を示すもので、地方公共団体の財政力
を全国同じ尺度で測るための指数です。本市の数値は、23年度が0.79となりますが、この数値は全国で上位から315番目となります。不足す
る財源（0.21の部分）は、地方公共団体の固有の財源である地方交付税で補てんされることになるので、財政運営上支障ありません。
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2013 かまがや環境パネル展
あなたも今日からエコライフ

　良好な環境を目指して市内
で活躍する団体など日頃の取
り組みをパネルで紹介しま
す。

日�時　６月３日㈪午後１時～
７日㈮午後３時
会�場　市役所１階 市民ホール
問い合わせ　環境課（内）254

　市民提案協働モデル事業への市民参
画を進めるため、同事業の審査を行う
協働推進委員会委員を募集します。
応�募資格　市内在住の20歳以上（25

年４月１日現在）で、25・26年度
市民提案協働モデル事業の応募予定
団体に所属していない人
募集人数　２人
任�期　委嘱の日から27年７月31日まで
会議開催　年１回（予定）
報償　日額6,800円
選考方法　書類審査
※ 委員に選任された場合、氏名は公表

されます。
保�育　会議中は未就学児の保育を実施

します（200円程度の実費負担あり）
申�し込み　６月14日㈮までに、「行政

との協働の意義」について（800 ～
1,000字、様式自由）と申込書に必
要事項を記入して、市民活動推進課

（市役所１階）へ直接提出
※ 申込書は、市民活動推進課窓口ま

たは市民活動推進センターのホー
ムページ（ URLhttp://www.collabo-
kamagaya.jp/）から入手できます。
問�い合わせ　市民活動推進課（内）205

協働推進委員会の委員募集

　現在、保険料の年金天引きを
している世帯および今後、年
金天引きの対象となる世帯で次
のいずれかの要件に該当する場
合、口座振替による納付が可能
です。
口座振替が可能な要件
▷ 現在、年金から保険料を天引

きされていて、滞納がない人
▷ ６月から新たに保険料の年金

天引きが開始される滞納がな
い人

▷ 24年12月２日～ 25年２月１
日に、年齢到達などにより被
保険者全員が65歳以上75歳
未満となり、８月から新たに
保険料の年金天引きの対象と
なる世帯で、滞納がない人（対
象者には、事前に個別通知書
を送付）

問�い合わせ　保険年金課（内） 225
　・228・229

　「後期高齢者医療制度」では、
原則として受給している年金
から保険料を天引きしています
が、次のいずれかの要件に該当
する人は、「口座振替」による納
付に変更することができます。
口座振替が可能な要件
▷ 現在、年金から保険料を天引

きされていて、滞納がない人
▷ ６月から新たに保険料の年金

天引きが開始される滞納がな
い人

▷ 24年12月２日～ 25年２月１
日に年齢到達などにより被保
険者となり、８月から新たに
保険料の年金天引きの対象と
なる人で、滞納がない人（対
象者には、事前に個別通知書
を送付）

問�い合わせ　保険年金課（内） 262・
　263

「口座振替」への変更手続き方法
　いずれの保険料も５月31日

（金）までに、保険年金課（市役
所１階）に備えてある「納付方
法変更申出書」と「口座振替依
頼書」を同課窓口に提出してく
ださい。
※ 口座振替依頼書には金融機関

の支店名・口座番号の記入
と金融機関の届出印が必要で
す。

※ 口座振替に変更をすると、８
月の年金天引き（特別徴収）
が中止されます。

ペイジー口座振替受付サービス
　窓口でキャッシュカードを
使って口座振替の申し込みがで
きます（届出印不要）。口座振替
依頼書による手続きに比べ、簡
単に申し込むことができます。
※ 本人名義のキャッシュカード

が必要となります。
【注意】
　確定申告などの「社会保険料
控除」は、保険料を支払った人
に適用されます。このため「年
金天引き」の場合は、年金を受
給している人が、対象となります。

国民健康保険・後期高齢者医療保険
８月からの保険料が年金天引き（特別徴収）から

口座振替に変更できます

25年度「市民提案協働モデル事業」
「市民活動支援補助事業」募集

　市では、「市民との協働に支えられ
た個性豊かなまちづくり」を目指し、
次の事業を募集します。

―市民提案協働モデル事業―
　地域社会の課題解決のため、市民団
体の提案を取り入れた事業を委託し、
実施する事業です。
対�象団体　22年４月１日以前に設立

された市民公益活動（公益の増進
に寄与する事業）を行う団体で、市
内に事務所および活動拠点があり、
10人以上の市民（在勤者も可）で
構成されていることなど
対�象事業　26年度に契約・実施する

市民公益活動事業
事�業費　提案する団体の前年の事業規

模の３分の２以内の額（上限50万
円。ただし、前年の事業規模の３分
の２以内の額が10万円以下の場合
は、上限額10万円）
審�査方法　書類審査およびプレゼン

テーション

―市民活動支援補助事業―
　市民公益活動の経費の一部を補助し
ます。
対�象団体　22年４月２日～ 24年４月

１日に設立された市民公益活動を行

う団体で、市内に活動拠点があり、
10人以上の市民（在勤者も可）で
構成されているなど
対�象事業　市民団体が26年度に実施

する市民公益活動事業
補�助額　対象経費の２分の１以内（上

限10万円）
審�査方法　書類審査およびヒアリング

―共�通�事�項―
申�し込み　いずれも６月28日㈮まで

に市民活動推進課（市役所１階）に
ある各申請書に必要事項を記入し
て、同課窓口へ直接提出

※ 申請の前に市民活動推進課へご相談
ください。

※ 募集要項などは、市民活動推進セ
ンターのホームページ（ URLhttp://
www.collabo-kamagaya.jp/）から
も入手できます。
説�明会　５月28日㈫午前10時30分～

11時30分、市役所６階 第４委員会
室で

※ 申請予定の団体は出席してください。
※ 保育３人まで。１歳10カ月以上の

未就学児。保険代など１人200円。
５月21日㈫までに要申込。
問�い合わせ　市民活動推進課（内）205

国民健康保険料

後期高齢者医療保険料

25
年
度
移
動
暴
力
相
談
所
の
開
設

　
（
公
財
）
千
葉
県
暴
力
団
追
放

県
民
会
議
で
は
、「
暴
力
団
に
関

す
る
相
談
」
を
事
務
局
（
千
葉
市

中
央
区
）
で
常
時
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
相
談
者
の
利
便
を
図
る
た

め
、
移
動
暴
力
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

日�
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月
26
日
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午
前
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午
後
４
時
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東
葛
飾
地
域
振
興
事
務
所

（
松
戸
市
小
根
本
７
）

相
談
へ
の
対
応

▽ 

相
談
員
は
、
当
県
民
会
議
の
暴

力
相
談
委
員
（
常
勤
）
を
派
遣

し
、
必
要
に
よ
り
所
轄
警
察
署

員
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
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相
談
者
の
立
場
に
な
っ
て
懇
切

に
納
得
の
い
く
よ
う
指
導
・
助

言
を
し
、
秘
密
は
守
り
ま
す
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相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
警
察

当
局
へ
の
通
報
、
弁
護
士
の
紹

介
、
訴
訟
費
用
の
無
利
子
貸
し

付
け
な
ど
を
行
い
ま
す

問�

い
合
わ
せ　
（
公
財
）
千
葉
県

暴
力
団
追
放
県
民
会
議
事
務
局

▽ 

電
話
（
☎
043
・
254
・８
９
３
０（
ツ

イ
ニ
ゴ
ヨ
ー
ヤ
ク
ザ
ゼ
ロ
））

▽ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

　

 

０
８
９
３
５
４
（
オ
ー
ヤ
ク
ザ

ゴ
ヨ
ウ
）

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://

www14.plala.or.jp/boutsui-

　

chiba/

）

▽ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
死boutsui-

　

chiba@
opal.plala.or.jp

）

　芸術文化振興の一層の充実を図るため、広く市民を対象とした
音楽芸術などの公演会や、伝統芸能文化などについての講演会、
文化財普及活用事業を、市と協働で実施する団体を募集します。
　対象となる事業は、団体が主催者として企画・調整・運営する
もので、一定の準備期間を経て実施する事業です。定期的に実施
している事業・活動などは対象となりません。
対�象　営利・宗教・政治などを活動目的としていない、市民によ

り組織されている団体
申�し込み　事業実施予定日の４カ月前までに、文化・スポーツ課
（市役所５階）にある申込書と団体の定款、規則または会則な
どと、役員会員名簿および協働予定の事業計画書などを同課へ
提出

※ 事業経費は、入場料などにより賄うことが原則です。経費の補
助などはありません。

※ 申請に当たっては事前に文化・スポーツ課に相談してください。
問い合わせ　文化・スポーツ課(内)488

25年度芸術文化振興事業共催団体の募集
　国史跡下総小金中野牧跡を広く周
知するとともに、貴重な地域資源と
して、まちの活性化につなげること
を目的に実施した「春の牧ウマまつ
り」（４・５月）の締めくくりとして、
捕込の清掃作業を行います。
　大切な国史跡を守るための活動に
参加してみませんか。ご家族での参
加も歓迎します。
日�時など　６月１日㈯午前９時30

分貝柄山公園野馬の親子の像集合～
　11時30分
※ 雨天の場合は郷土資料館 展示室

で史跡について学びます。
服装　清掃作業ができる服装で
※清掃用具は用意します。
問�い合わせ　国史跡下総小金中野牧

跡周知普及実行委員会事務局（文
化・スポーツ課内）（内）487

国史跡（捕込）の保全活動参加者募集
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市民セミナー

シニア世代の日本の古典

西行の周辺及び西行が心許した人々

「西行」を読む

　西行がどんな人々に惹かれて出家の決意を
固めていき、出家後にどんな人々と心から親
しく付き合ったのかなどの話を通して、西行
という人物像を一緒に感じてみませんか。
対�象　市内在住・在勤で、全４回出席できる

人
日�時　▶第１回＝６月６日　▶第２回＝６月

13日　▶第３回＝６月20日　▶第４回＝
６月27日

　いずれも㈭の午前10時～正午
会場　中央公民館４階 学習室１
定員　40人(申込先着順)
保�育　１回５人まで（保険代など１人200円。

５月30日㈭までに要申込（先着順））
講師　元高校教諭の丸藤 晃さん
申�し込み　 中 央 公 民 館 に 電 話（ ☎445・

2012）または、直接窓口で

（２回目）

◆�

ボ
タ
ニ
カ
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・
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展
「
鎌
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谷
市
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野
草
た
ち
」

　

市
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内
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科
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に
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描
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る
﹁
ボ
タ
ニ

カ
ル
・
ア
ー
ト
︵
植
物
細
密
画
︶﹂

に
よ
り
、
自
然
環
境
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
ア
ー
ト
展
で
は
、

そ
の
内
の
十
数
点
を
展
示
し
ま

す
。
５
月
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日
㈪
～
31
日
㈮
︵
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日
は
午
後
３
時
ま
で
︶、
市
役
所

１
階 

市
民
ホ
ー
ル
で
。
問
い
合

わ
せ
は
、
環
境
課

（内） 

254
へ
。
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鎌
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谷
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術
文
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第
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回
芸
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▼
展
示
部
門
①
書
道
・
短
歌
・

川
柳
・
絵
画
＝
５
月
26
日
㈰
～
６

月
２
日
㈰　

②
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道
・
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飾
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月
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６
月
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︵
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５
時
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４
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②
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鎌
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た
ん
ま
つ
り

　

サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
会
・
作

品
展
示
・
模
擬
店
や
、
手
作
り
品

の
販
売
な
ど
。﹁
か
ま
た
ん
﹂
も

来
ま
す
!
６
月
２
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時
、
東
初
富
公
民
館

で
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
東
初

富
公
民
館
☎
446
・
５
５
５
５
へ
。

◆�

子
ど
も
劇
場�
合
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

人
形
劇
や
紙
芝
居
。
小
学
校
低

学
年
以
下
。
５
月
25
日
㈯
午
前
11

時
か
ら
、図
書
館
で
。
定
員
60
人
。

問
い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
☎
443
・

４
９
４
６
へ
。

◆�

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ
英
会
話
サ
ロ
ン
（
鎌

ケ
谷
市
国
際
交
流
協
会
）

　

一
歩
部
屋
に
入
っ
た
ら
そ
こ
は

英
語
の
世
界
で
す
。
英
語
を
母
国

語
と
す
る
３
人
の
ゲ
ス
ト
を
迎

え
、
基
調
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
ゲ
ス
ト
と
英
語
で

楽
し
く
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？
６

月
９
日
㈰
午
後
１
時
20
分
～
３
時

30
分
︵
１
時
受
け
付
け
︶、
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
定
員
30

人
︵
申
込
先
着
順
︶。
参
加
費
は

一
般
１
千
円
︵
会
員
800
円
︶。
申

し
込
み
は
、
平
日
︵
㈫
を
除
く
︶

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
に
鎌
ケ

谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
に
電

話
︵

（内） 

550
︶
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

︵
死kifa-event@

siren.ocn.
ne.jp

︶
で
。

◆�

第
39
回�

に
ぎ
愛
寄
席
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
鎌
ケ
谷
に
ぎ
愛
広
場
）

　

落
語
三
題
と
、
講
談
・
紙
芝

居
。
プ
ロ
の
演
歌
歌
手
の
出
演
も

あ
り
。
対
象
は
市
内
在
住
の
人
。

６
月
２
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時
45

分
、
北
中
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
。
定
員
85
人
︵
当
日
先
着

順
︶。
入
場
料
500
円
︵
当
日
持
参
。

小
学
生
以
下
無
料
︶。
市
教
育
委

員
会
後
援
。
問
い
合
わ
せ
は
、
菅

澤
好
一
☎
445
・
８
４
６
７
へ
。

◆�

郷
土
資
料
館
こ
ど
も
講
座�

縄

文
人
の
生
活
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
!

　

縄
文
人
の
暮
ら
し
を
、
火
お
こ

し
と
布
作
り
︵
ア
ン
ギ
ン
編
み
︶

で
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
本
物
の
縄

文
土
器
に
も
触
れ
ま
す
。
対
象
は

小
学
校
６
年
生
︵
保
護
者
の
同
伴

可
︶。
６
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
図
書
館
で
。
定
員
30

人︵
申
込
先
着
順
︶。保
険
代
60
円
。

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
。
申
し
込
み
は
、
郷
土
資
料
館

☎
445
・
１
０
３
０
へ
。

◆
読
み
聞
か
せ
講
座
（
入
門
編
）

　

読
み
聞
か
せ
の
方
法
や
、
良
い

絵
本
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
対
象
は
市
内
で
読
み
聞
か

せ
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
行
い
た
い
人
。
６
月
６

日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
、
図
書
館
で
。
定
員
30
人
︵
申

込
先
着
順
︶。
保
育
５
人
ま
で︵
１

歳
10
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
。
保

険
代
な
ど
１
人
200
円
。
５
月
22
日

㈬
ま
で
に
要
申
込
︶。
申
し
込
み

は
、
図
書
館
☎
443
・
４
９
４
６
へ
。

◆
手
話
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
を
理
解
し
な
が

ら
、
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
で
あ
る

手
話
の
技
術
を
学
び
ま
す
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人
。

６
月
４
日
～
７
月
16
日
の
毎
週
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
総

合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
︵
全
７

回
︶。
定
員
20
人︵
申
込
先
着
順
︶。

申
し
込
み
は
、
身
体
障
が
い
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

（内） 

791
へ
。

◆�

茶
道
教
室
（
鎌
ケ
谷
市
茶
道
協

会
）

　

近
隣
市
在
住
ま
た
は
、
市
内
在

住
の
人
。
日
程
は
６
月
～
26
年
５

月
の
①
表
千
家
︵
千
葉
宗
秀
︶＝
第

１・
３
㈫　

②
江
戸
千
家
︵
長
谷

川
宗
萌
︶＝
第
２
・
４
㈫
。
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
、

ま
な
び
ぃ
プ
ラ
ザ
で
。
定
員
各
10

人
︵
申
込
先
着
順
︶。
参
加
費
は

月
２
千
円
。
市
教
育
委
員
会
後
援
。

申
し
込
み
は
、
５
月
31
日
㈮
必
着

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
︵
携
帯
電
話
可
︶・
希
望
の

稽
古
①
ま
た
は
②
を
記
入
し
て
、

鎌
ケ
谷
市
茶
道
協
会
事
務
局 

長

谷
川
裕
子
あ
て
に
郵
送
︵
〒
273-

０
１
０
２
右
京
塚
14-

38
︶
ま
た

は
、
フ
ァ
ク
ス
︵
姉
446
・
２
６
２

６
︶
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事

務
局
☎
446
・
２
６
２
６
へ
。

＝対象　 ＝会場　 ＝月会費　 ＝年会費　 ＝その他　　 ＝問い合わせ
＝日時　 ＝定員　 ＝入会金　 ＝費用　　 ＝申し込み

◆気功無料見学会（重陽気功�東部鎌ケ谷）
　 ５月22日㈬午後２時から まなびぃプラザ
15人（当日先着順） 山野善實☎445・3951
◆�新緑の皇居�約６キロメートルのウォーキング（中
央ウォーキング協会）

　コースは東京駅～噴水公園～皇居東御苑～天守閣
跡ほか。 市内在住の55 ～75歳の人 ５月29日㈬
午前10時船橋駅さざんかさっちゃん像前（黄色い旗
が目印）出発 30人（申込先着順、新規参加者優先）

1,200円（保険代など。交通費・入館料は実費負担）
笠原光輝☎・姉443・3813または三井田 恵美子☎・

姉443・0027
◆パステル展覧会（サークル�パステルの人々）
　パステル絵画の展示。 ５月14日㈫～19日㈰
の午前９時～午後５時 中央公民館 稲津直之☎
090・2906・1312
◆�うたごえ喫茶（鎌ケ谷ニューボーイズ）
　各国民謡や日本の唱歌などを一緒に唄います。
５月19日㈰午後２時～４時 中央公民館 60人（当
日先着順） 500円 石関博康☎442・4353
◆�第18回卒サラを考える�はずんだフォーラム「は
ずんで生きよう�定年後」（船橋市時活村）

　「自分流に楽しもう10万時間」をテーマにした講
演やディスカッション、「達人式」など。 ５月19

日㈰午後１時30分～４時30分（０時30分から受け
付け） 船橋市中央公民館（ＪＲ船橋駅南口から徒
歩８分） 平日の午前10時～午後４時に船橋市時活
村☎402・2414

◆�雅び着付会（きものの着装）
　 女性 第１・３㈭の午後２時～４時 鎌ケ谷コ
ミュニティセンター 若干名 2,000円 2,000円

山沢 由美子☎444・3118
◆桂会（書道）
　 第２・３㈮の午後４時～８時 鎌ケ谷コミュニ
ティセンター 2,000円 2,500円 松本 寿美子☎
444・6562
◆曙会（書道）
　 第２・３㈮の午後２時～４時 鎌ケ谷コミュニ
ティセンター 2,000円 2,500円 松本 寿美子☎
444・6562
◆�サットの会（ヨガ）
　 ▷偶数月＝３回㈭の午前11時から　▷奇数月＝
４回㈭の午後１時から 南初富コミュニティセン
ター ４人（申込先着順） 1,000円 ２カ月に１
回3,500円 山内恵子☎444・3723
◆鎌ケ谷話し方研究会（話し方の勉強）
　 コミュニケーション力を付けたい人 第１㈭
午後２時～４時 中央公民館 10人 1,000円

1,000円 随時1,000円（テキスト代） 森 一夫☎
443・1885
◆アクティブエアロ（ソフトエアロ）
　 40 ～60歳代の女性 毎週㈪午前９時30分～10
時30分 中央公民館 若干名 1,000円 2,000円

見学・体験無料 磯本 ひとみ☎446・7441
◆夢の輪（英会話）
　 原則毎週㈬午後７時30分～９時 中央公民館

若干名（申込先着順） 2,000円 30,000円
平野☎445・1352
◆�鎌ケ谷チルチルグリークラブ（合唱）
　童謡・唱歌など幅広いジャンルの歌を楽しむ男声
合唱団。 初心者大歓迎 第２・４・５㈯の午後１
時～４時 中央公民館 若干名 3,000円 齋藤重
俊☎443・8161
◆�サタデイフレンド（社交ダンス）
　 踊れる人 毎週㈯午後７時30分～９時30分
東部学習センター 若干名 1,000円 1,000円
見学自由 森☎090・6658・8562
◆�カラオケ唱南会（カラオケ）
　 初心者歓迎 毎週㈮午前９時～正午 南部公
民館 ２人 1,000円 500円 小林拓治☎442・
2511
◆�おりがみのわ（折り紙）
　 第１㈯午前９時～11時 南部公民館 10人
随時100円 沓名輝政☎090・6010・2604

掲�載のきまり　

△

営利、宗教、政治を目的とするものは掲載できません　

△

会員募集の掲載は、原則として年１回です　

△

市内公共施設を会場とす
るものは直接、各公共施設へお問い合わせください。不明な場合は、秘書広報課 広報広聴室(内)349へお問い合わせください　

△

締め切り日は発
行日の１カ月半前です

会 員 募 集

催 し

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
ま
が
や
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

鎌
ケ
谷
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

　

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
チ
ー
ム

に
よ
る
多
彩
な
ダ
ン
ス
の
共
演

で
、
鎌
ケ
谷
を
盛
り
上
げ
ま
す
!

　
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
踊
る
小
・

中
学
生
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
を

対
象
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
も
開

催
!
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
飲
食

店
も
出
店
さ
れ
ま
す
!

日�

時　

５
月
26
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時

▽ 

午
前
10
時
30
分
か
ら
＝
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー

▽
午
前
11
時
か
ら
＝
演
舞

▽ 

午
後
３
時
15
分
か
ら
＝
閉
会
セ

レ
モ
ニ
ー

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り
。

会
場　

市
役
所
正
面
駐
車
場

※ 

鎌
ケ
谷
市
商
工
会
主
催
、
市
後

援
。

※ 

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問�

い
合
わ
せ　

鎌
ケ
谷
市
商
工
会

☎
443
・
５
５
６
５
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再生紙を使用しています下総基地の米軍機使用絶対反対

談
。
①
５
月
20
日
㈪
＝
鎌
ケ
谷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

②
21
日

㈫
＝
北
中
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

③
27
日
㈪
＝
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
３
階　

④
29
日
㈬
＝

く
ぬ
ぎ
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

⑤
30
日
㈭
＝
北
部
公
民

館
。
受
け
付
け
は
、
①
～
④
＝
午

前
10
時
～
11
時
30
分　

⑤
＝
午
後

１
時
30
分
～
３
時
。健
康
手
帳（
お

持
ち
の
場
合
）
を
持
参
。
問
い
合

わ
せ
は
、
健
康
増
進
課

（内） 

732
へ
。

　

▽
５
月
20
日
㈪
＝
鎌
ケ
谷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

▽
21
日

㈫
＝
北
中
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

▽
27
日
㈪
＝
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
３
階　

▽
29
日
㈬
＝

く
ぬ
ぎ
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
30
分
受
け
付
け
。
母
子
健
康
手

帳
（
乳
幼
児
の
場
合
）・
健
康
手

帳（
お
持
ち
の
場
合
）・
タ
オ
ル（
乳

幼
児
の
計
測
を
希
望
の
場
合
）・

歯
ブ
ラ
シ
（
歯
み
が
き
指
導
を
希

望
の
場
合
）
を
持
参
。
問
い
合
わ

せ
は
、
健
康
増
進
課

（内） 

735
へ
。

　
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
～

こ
こ
ろ
の
病
気
を
理
解
し
よ

う
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習

会
。
対
象
は
市
民
。
６
月
13
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
総

合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
で
。

保
育
５
人
ま
で
（
未
就
学
児
。
保

険
代
な
ど
200
円
。
５
月
29
日
㈬
ま

で
に
要
申
込
）。
申
し
込
み
は
、

６
月
６
日
㈭
ま
で
に
健
康
増
進
課

（内） 

732
へ
。

　

６
月
３
日
㈪
～
７
月
26
日
㈮

（
㈯
、
㈰
、
㈷
を
除
く
）。
▼
習
志

野
保
健
所
鎌
ケ
谷
連
絡
所
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）
＝
午

前
９
時
～
11
時
30
分
と
午
後
１

時
～
４
時　

▼
習
志
野
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
習
志
野
保
健
所
）
＝

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
。
詳

し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

課
☎
475
・
５
１
５
３
へ
。

お�

詫
び 

５
月
１
日
号
の
広
報
で

受
付
日
を
６
月
18
日
㈫
～
28
日

㈮
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
18
日
㈫
・
28
日
㈮
の
午
前

９
時
～
11
時
30
分
と
午
後
１
時
～

４
時
、
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

３
階
で
。
な
お
、
６
月
３
日
㈪
～

７
月
31
日
㈬
（
㈯
・
㈰
・
㈷
を
除

く
）
は
、
習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
習
志
野
保
健
所
）
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
疾
病

対
策
課
☎
475
・
５
１
５
４
へ
。

　

16
歳
以
上
69
歳
ま
で
の
健
康
な

人
（
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
～
64

歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
）
で
、

体
重
が
男
子
は
45
㌔
以
上
、
女
子

は
40
㌔
以
上
の
人
。
５
月
30
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
１
時
と
２
時
15

分
～
４
時
、
市
役
所
で
。
鎌
ケ
谷

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
鎌
ケ
谷
市

赤
十
字
奉
仕
団
協
力
。
本
人
が
確

認
で
き
る
証
明
書（
運
転
免
許
証
・

各
種
保
険
証
・
社
員
証
・
学
生
証

な
ど
）
と
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
場
合
）
を
持
参
。
問
い
合
わ
せ

は
、
健
康
増
進
課

（内） 

730
へ
。

　

内
容
は
▼
第
１
部
＝
講
演
「
潰

瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
の
基

礎
知
識
と
最
新
治
療
」（
社
会
保

険
中
央
総
合
病
院
医
師
の
吉
村 

直
樹
さ
ん
）　

▼
第
２
部
＝
患
者

同
士
の
交
流
会
。
６
月
２
日
㈰
午

後
１
時
～
４
時
（
０
時
15
分
か
ら

受
け
付
け
）、
船
橋
市
中
央
公
民

館（
京
成
船
橋
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

で
。
定
員
100
人
（
申
込
先
着
順
）。

資
料
代
500
円
。
申
し
込
み
は
▼
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
ち
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://

www.chiba-ibd.com

）
▼
往
復

は
が
き
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
病
名
・
発
症
年
、
交

流
会
参
加
の
有
無
、
講
師
へ
の
質

問
と
返
信
あ
て
先
を
記
入
し
て
、

竹
井 

京
子
（
〒
277-

０
０
０
５

柏
市
柏
967-

８
）
あ
て
に
。
問
い

合
わ
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　

保
健
推
進
員
は
、
市
民
の
健
康

を
推
進
す
る
た
め
に
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
月
１
回
研
修
を
し

な
が
ら
、
生
後
２
・
３
カ
月
こ
ろ

の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

話
を
聞
い
た
り
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
情
報
を
伝
え
る
活
動
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

子
育
て
の
応
援
者
と
し
て
皆
さ
ん

の
お
住
ま
い
の
近
く
に
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進

課
（内） 

735
へ
。

　

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
体
計

測
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
個
別
相

　

妊
娠
５
・
６
カ
月
の
初
め
て
お

母
さ
ん
に
な
る
人
に
お
勧
め
し
ま

す
（
第
２
子
以
降
は
要
相
談
）。

受
け
付
け
日
時
は
▽
６
月
５
日
㈬

午
前
９
時
～
９
時
15
分　

▽
18
日

㈫
９
時
15
分
～
９
時
30
分　

▽
７

月
11
日
㈭
午
後
１
時
～
１
時
10

分
。
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
３
階
で
（
全
３
回
）。
定

員
36
人
（
申
込
先
着
順
）。
申
し

込
み
は
、
５
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
増
進
課

（内） 

735
へ
。

２
・
３
カ
月
児
の
い
る�

家
庭
に
保
健
推
進
員
が

訪
問
し
ま
す
!

地
区
成
人
健
康
相
談

精
神
保
健
学
習
会

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
継
続
申
請
手
続
き

プ
レ
マ
マ
教
室
Ａ

（
必
ず
申
し
込
み
を
）

　

歯
科
保
健
で
は
、﹁
む
し

歯
﹂
や
﹁
歯
周
病
﹂
の
改
善

に
加
え
、
食
育
や
食
べ
物
の

誤
嚥
︵
ご
え
ん
︶・
窒
息
防

止
の
た
め
に
、
よ
く
か
む
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
よ

く
か
む
こ
と
の
効
用
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼ 

幼
児
が
さ
ま
ざ
ま
な
食
品

を
食
べ
る
際
に
20
～
30
回

か
む
と
、
安
全
に
飲
み
込

む
こ
と
が
で
き
る

▼ 

生
え
替
わ
る
時
に
よ
く
か

む
と
あ
ご
の
発
育
が
促
さ

れ
る

▼ 

よ
く
か
む
こ
と
で
早
食
い

や
食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
、
食

欲
を
抑
制
す
る
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
、
薄
味
・
少

量
で
あ
っ
て
も
満
足
感
が

得
ら
れ
、
肥
満
予
防
に
つ

な
が
る

▼ 

物
を
か
む
機
能
を
維
持

し
、
高
齢
者
が
も
ち
な
ど

詰
ま
ら
せ
る
事
故
を
防
ぐ

▼ 

よ
く
か
む
こ
と
で
食
べ
物

が
細
か
く
粉
砕
さ
れ
、
だ

液
と
混
ざ
り
、
お
い
し
さ

が
引
き
出
せ
る

　

一
口
30
回
か
む
食
べ
方
と

し
て
、
食
べ
物
を
口
に
入
れ

た
ら
箸
を
置
き
、右
で
５
回
・

左
で
５
回
か
む
こ
と
を
２
度

繰
り
返
し
、
最
後
に
両
方
の

歯
で
10
回
か
み
ま
す
。

　

一
口
30
回
以
上
か
む
﹁
噛

ミ
ン
グ
30
︵
カ
ミ
ン
グ
サ
ン

マ
ル
︶﹂
を
、
今
日
か
ら
実

践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
増
進
課

“
噛
ミ
ン
グ
30
”
よ
く
噛
む
こ
と
は
、

誰
に
で
も
で
き
る
、
す
ぐ
れ
た
健
康
法
で
す

地

区

健

康

相

談

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票

更

新

手

続

き

献

血

年に１度の健康チェック
25年度 特定健康診査・後期高齢者健康診査健診期間が変わります

医　療　機　関　名 住　　　　　所 電話番号
高橋医院 丸山1-17-31 445-9543
中井小児科内科 鎌ケ谷1-4-15 446-0105
原沢外科内科整形外科 鎌ケ谷3-3-45 443-8226
いそのクリニック 南鎌ケ谷1-5-27 498-5500
道野辺診療所 道野辺226-1 446-3307
片桐内科医院 道野辺1051-1 446-2000
みちのべクリニック 東道野辺4-1-38 446-5957
飯ヶ谷内科クリニック 東道野辺5-19-15 445-8881
仁愛医院 道野辺中央1-10-46 442-0515
石川整形外科クリニック 道野辺中央2-5-16 441-8818
鈴木整形外科 道野辺中央4-17-10 445-5020
中川内科胃腸科クリニック 道野辺本町1-3-1カーラシティ鎌ケ谷２Ｆ 498-6661
かまがや診療所 東中沢1-15-61 446-3611
ベルフラワークリニック 東中沢3-3-25 444-1153
初富保健病院 初富114 442-0811
第２北総病院 初富803 445-5552
秋元病院 初富808-54 445-8321
白戸胃腸科外科 初富924-1844 445-8001
鎌ケ谷総合病院 初富929-6 498-8111
鎌ケ谷整形外科・内科 南初富6-5-14 444-2236
三田医院 右京塚7-8 444-7122
庄司内科医院 富岡1-6-5 445-9855
大石内科胃腸科医院 東初富6-7-16 498-5700
くぬぎ山内科医院 くぬぎ山4-2-40-106 047-388-5931
東邦鎌谷病院 粟野594 445-6411
のむらファミリークリニック 新鎌ケ谷1-18-5ディア・ヴェルジュ１F 401-3611

　健康を守るには、毎年継続して健
診を受け、生活習慣を見直すことが
大切です。あなたの健康管理にぜひ
お役立てください。

特定健康診査（40～74歳の人）
　鎌ケ谷市国民健康保険に加入して
いる40 ～74歳の人を対象に特定健
康診査を実施します。
　この健康診査は、生活習慣病（高
血圧、糖尿病など）を予防・早期発
見することを目的としています。健
康診査の結果から、生活習慣病のリ
スクにより特定保健指導の対象に
なった人には、案内が約３カ月後に
届きます。
※ ４月以降に国民健康保険に加入し

た人のうち、７月までに加入届を
した人についても特定健康診査の
対象となります。
自�己負担額　1,000円（24年度にお

いて市民税非課税世帯に属する人
は免除）

後期高齢者健康診査（75歳以上
の人）
　75歳以上（65歳以上で一定の障が

いのある人を含む）の後期高齢者医
療被保険者を対象に後期高齢者健康
診査を実施します。
自己負担額　無料
　
共通事項
検�査項目　診察、身長・体重測定、腹

囲測定（特定健診のみ）、血圧測定、
肝機能・血中脂質・血糖・尿検査
など
健�診期間　６月１日～12月31日（指

定医療機関の休診日を除く）
受�診方法　市から送付される受診券
（問診票と兼ねたもの）と被保険者
証を持参して、個別に医療機関（下
表参照）で受診します。結果は、
医療機関から通知されます

※ 受診券は５月末に送付する予定で
す。

※ ４月以降に国民健康保険に加入し
た人の受診券の送付には、加入届
の提出から３カ月程度かかります。
問い合わせ
▷ 特定健康診査・特定保健指導＝健

康増進課（内）568
▷ 後期高齢者健康診査＝保険年金課

（内）262・263

◆�

㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業

の
助
成
交
付
団
体

　

対
象
は
、
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
印
旛
沼
の
環
境
保
全
な
ど
の
た

め
に
活
動
す
る
団
体
な
ど
。
助
成

限
度
額
は
、１
団
体
20
万
円
︵
小
・

中
学
校
お
よ
び
高
校
は
10
万
円
︶。

た
だ
し
助
成
対
象
事
業
費
の
３
分

の
２
以
内
︵
小
・
中
学
校
を
除
く
︶

か
つ
印
旛
沼
環
境
基
金
の
予
算
の

範
囲
内
。
申
し
込
み
は
、
６
月
７

日
㈮
消
印
有
効
ま
で
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
URLhttp://w

w
w

.
i-kouiki.com

/im
banum

a/

︶

に
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

第
８
回
ち
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
潰
瘍
性

大
腸
炎
＆
ク
ロ
ー
ン
病
医
療

講
演
会
（
ち
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

記
入
し
て
、
同
基
金
の
窓
口
に
直

接
持
参
ま
た
は
、
郵
送
︵
〒
285-

８
５
３
３
佐
倉
市
宮
小
路
町
12
︶

で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
基
金
☎

043
・
485
・
０
３
９
７
へ
。
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